
第12回 夜間頻尿を考える会
日時： 2016年2月13日（土） 15:00～19:00
場所： アクロス福岡４F 国際会議場

福岡市中央区天神1-1-1 TEL092-725-9113

17:20～17:30 休憩

製品紹介 過活動膀胱治療薬「トビエース錠」

座長

開会の挨拶

福井大学医学部 泌尿器科学 教授 横山修先生

第一部：一般演題 15:00～16:10

門司掖済会病院 泌尿器科 部長 山下 博志先生

九州大学病院腎・高血圧・脳血管内科 特任助教 藤崎 毅一郎先生

①

名古屋大学大学院医学研究科病態外科学講座泌尿器科学 教授 後藤百万先生

九州大学病院 睡眠時無呼吸センター 特任教授 安藤眞一先生

「電子排尿日誌の開発」
日本大学工学部 医療工学講座 排尿障害研究部門 教授

山口 脩先生
閉会の挨拶

「女性過活動膀胱患者の夜間頻尿は、

ボタンボウフウにより改善されるか？」

泌尿器科かげやま医院 院長 影山慎二 先生

② 「夜間排尿を伴った前立腺肥大症に対する、

α1a受容体遮断薬（シロドシン、タムスロシン）の有用性の検討」

獨協医科大学排尿機能センター 教授 山西友典 先生

③

④

「夜間排尿記録の一工夫」

養和病院 名誉院長 宮川征男先生

「夜間頻尿患者の血圧日内変動」

玄々堂高田病院 泌尿器科 部長 大谷将之先生

第二部：夜間頻尿に対する薬物療法 16:20～17:20 

座長

第三部：特別講演１ 17:30 ～18:15

座長

共催 福岡県医師会、福岡県泌尿器科医会、福岡市泌尿器科医会

夜間頻尿を考える会、ファイザー株式会社

「概日リズムから夜間頻尿を考える」
京都大学医学部附属病院 助教 根来宏光先生

第四部：特別講演2 18:15～19:00

座長

演者
「夜間頻尿に抗コリン薬は本当に効くのか？」

福井大学医学部 泌尿器科学 講師 青木 芳隆先生

※ 日医生涯教育講座 4単位（CC：1, 2, 15, 20, 65, 66, 67, 82）

※ 会終了後、情報交換の場をご用意しております。

※ 会費として1000円徴収致します

福井大学医学部 泌尿器科学 教授 横山 修先生

①

②

原三信病院 泌尿器科 部長 武井 実根雄先生

東名古屋病院 臨床研究部 部長 岡村 菊夫先生

演者

演者

「高齢者の睡眠障害に起因する夜間頻尿に対する薬物療法」

～有効性と安全性に対する考察～

宮津武田病院 泌尿器科 院長 曽根 淳史先生

「夜間頻尿に対するα1遮断薬の有用性」

九州中央病院 泌尿器科 部長 関 成人先生

「加齢と夜間多尿：デスモプレシン製剤をどう利用するか？」

宇陀市立病院 泌尿器科 副院長 夏目 修先生

「β3受容体刺激薬とPDE5阻害薬」

神戸医療センター 泌尿器科 部長 大岡 均至先生

「夜間頻尿の治療における行動療法」

近畿大学医学部奈良病院 泌尿器科 准教授 平山 暁秀先生

③

④

⑤

➅

⑤

「夜間頻尿の病因である膀胱蓄尿障害、夜間多尿、睡眠障害、多尿には

何が寄与しているのか？～排尿日誌が評価できない場合の病因の推定～」

国立病院機構京都医療センター泌尿器科 伊東晴喜先生

➅

⑦
「骨盤うっ血頻尿モデルラットにおけるアロマの頻尿感覚延長効果 」

サザンナイトラボラトリーLLP 西島さおり先生

「睡眠による膀胱用量増大効果と年齢による影響」

大泉ほんだクリニック 院長 本田和也先生

16:10～16:20 休憩


